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に
於
げ
：る
會
_

ぬ
出
席
せ
ら
扣
る
ど
と
を
切

'
去
.

又
は
現
在
の
何
れ'
の
.
業

團

體

と
.
も
關
係
な
く
、

)

正
レ
き
革
命
の
原
：則
に
從
ひ
、
：凡
勞
働
階
級
の
利
益

.
の
.眞
寶
の
擁
議
考
と
し
て
安 

^

を
保
障
す
：
る
稂
本

&

則
に
ー
の
み
制
約
せ
ら
れ
る.勞
働
階
級
0 -
1
圑
結
の
手
段
を
討
議
す.る
こ
と
，を_

的
と
.
ず
备
秘̂
^

^

^

甜
し
.
て
此
招
待
狀
は
が
數.の
，^

^

別
と
し
て
、殆
ん
：

ど
：！；

致
.し
そ
受
諾
せ
t

れ
1

『

西
！

^

^

聯

合』

^ '

熟心
：：

に
：
賛

成

.
の

意

を

表

し

た

o

 

「
T
.

月
#

議
しA

J
a

n
u

a

免
：
t
o ;
n

f 

e
r
e
n
c
e
)

 ：： i

し
て
知
ら
れ
て
：ゐ
る
秘
密
會
議
が
豫
免
の
通
.
り
：
 

一,
S

 

ー0:

シ
カ
ゴ
，に
於
て
開
催
：せ
：ら
.れ 

た
。
•
こ
，の# :

_
に
爪
^ ;

し
た
.
も
の
'
は
、
九
.團
體
を
代
表
ず
全1
十
1

-=
;

‘
つ
た
9

其
§

主
な
る
者
は『

西
部
坑
未
聯
合
：

』

會
長
.モ'
ィ
ヤ
1(

C
h
a
r
i

ぞ
H

.

 

M
o
y
e
r
:
)

同
書
記
.

，
へ
：
，
イ

ウ

炙

 

H
4

w
o

o
d

ン「

坑 

夫
雜
誌」

(
M
i
n
e
r
s
r
.

 M
a

o qa
z

i
n

o

 

主
*

-H

 

一

1
.

丨
ル
：

(
J
.

 

M
.

 

C
V

N
e

m
)
、
「

國
際
社
會
主
義
評
論」 (

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

 

S
o
c
i
a
l
i
s
t

 

R
e

v
i

e
w

)

 

主
筆
シ
モ
ン
ズ
ハ>
♦
 

g

 S
i

m
o

n
s

)
『

社
會
勞
働
黨』

及
び『

社
會
主
義
同
業
勞
働
同
盟

』
の
組
織
者
ボ
ー
ン(s

a
n

k

 

B
o

h
n

)
「

勞
働
の
聲」 

(
v
o
i
c
e

 

o
f

 

L
a

b
o

r
)

主
筆
ハ
！
ガ
1
チ
イ(

H

. J
.

麥

免

夺
^

免
同
金
躅
勞
傲
者
紙
合̂

穸
！
^

.g
e

t
a

r

 W
o

r
k

e
r

s
)

の
，•シ
、
ャ
ー

マ
ン

^

凝
ゆ
聲
令
恕
馨
政
ク
ぴ

^

ぼ
へ^
.
、
A
:̂
y

:F
x;
-̂
^
v

文1

へ>
^

^

4-^

舊
ゾ^资
灌
 

;

;?
 

' 

‘

i 

!

%

,

!

5起
—

；

■ 通 ...

道 afcma I

(
c

'
o

.

 

S
h

e

目

n
)

と
我
等
の
母
メ
リ
丨•
ジ
“

1

シ
ズ̂

i

ぼ
'

_

9

J

I)

で
.

あ
つ
た
o 

:

#-
議

の

會

期

は

三
0

に
ー
旦
り
、
新

し

い

勞

働

團

體

0 ;
.
計
書
を
熱
心
に
討
議
し
、
.委
員
會
の
報
吿
は
會
議
員
に
ょ
つ
て

「

宣
言
書
し 

(
M

a
n

i
f

e
s

t
o

)
'

に
作
成
せ.
ら
^

た
.°

而
し
て
そ
灯
內
容
の
主
要&

る
眼
目
：は
、

.

第
ー
勞
働
組
合
運
動
の
現
狀
、
第

一

一
新
勞
働
團
體
の
指 

導
的
主
張
と
計
書>
 

第
三
大
會
.
の
召
集
で
あ0

た
。
第
ー
に
關
し
て
は
機
械
的
生
產
過
程
が
熟
練
'

の
.必

低
下
し
て
行
く
と
と
、
.

資
本
.
家
.
の
* .

横
.
に
對
ず
る
©

ぼ
力
が
入
爲
的
差
別
に
ょ0

て
1 1

め
ち
れ
，る>
 

併
し
乍
ら
傭
主
は
產
業
別
に
團
結 

し
、‘
.
.章
.
隊
の
力
を
利
用
ず.
る
.
'が
故
：に
强
カ
と
な
る
こ‘と
を
明
か'
に
し
て
ゐ
る0
'
,第
ニ
0

點
に
就
て
、は
.技
エ
別
組
合
組
織
が
嚴
重
な
る
批 

判
を
受
^ ,

、
'
階
級
の
'
連
帶
を
不
可
能
な
ら
し
&
.
る
と
言
味
れ
る
。
.
こ
れ
が
改
善
策
と
し
て
主
：張
：せ
：ら
れ
る
の
は
總
て
の
.產
業
を
含
む
一 

大
產
業
別
勞
働
組
合
で
填
方
的
に
ば
抜

H
(

職
業)

別
自
治
"

®

際
的
に
は
產
業
自
治
、而
し
て.一i

に
勞
働
階
級
を
結
合
ず
る
も
の
で
な 

く
て
ゆ
が
ら
ぬo
.

こ
れ
比
隙
級
鬪
爭
に'栽
礎
を
®

色
、
政
黨
と.
無
關
係
の
，勞
働
階
級
の

.
經
濟
團
體
と
し
て
組
織
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

こ
の
.

中
で
技H

C

職
業)

別
，と.
言
ふ
の
は
奇
妙
に
感
ぜ&

れ
^

が
. >

各
織
業
關
係0

事
柄
に
關
す
る
織
業
的
自
治
金
思
味 

尙
こ
ー
の
•■

宣

言

書

は
一
切
.

の
權
カ
が
團
體
と
し
，て
ぬ
加
入
者
に
歸
し

、
，

I

總
て:

の.
様
式
.ゃ
會
費
が
'

マ
様
で
あ
り
、
定
期
に
^
^
書
を
發
行
し 

ま
た
中
央
防
衞
恶
發
を
設
ぐ
る
，

21
'
:

と
を
主
張
し
て
ゐ.
る
？

而
し
セ
第
ー

】

：1
の
點'
.に
關
し
，て
は
產
業
別
に
勞
働
階
級

: 0 

た
め
に
二'
九
〇
五
年
六
月
，

一

一
十
七
日
シ
カ
ゴ
に
於
て
大
會
を
開
く
こ
と
と
し
た
。
こ
の
！

r

宣
言
書』

は
ア
メ
リ
カ
全
土
の
總
て
の.紐
合
並) 

に
: 3
;

.

ク
。ハ.
の
產
業
別
勞
働
紙
合
に
廣
布
せ.ら
れ
た
9

-'
'
.
.
感

 

『

宣
言
奮
め
金
女
は
：次
の
如
く
で
あ
.

る
9
 

:

八

：
;

■

:

.

;

:

『

ァ
ィ
•
ダ
ブ
ル
ユ
i

*

ダ
.▼フ

/ y

ユ.
丨』

.

の
成
，立'

 

四

九

(

.

.

ニ

九

三〕



气
ァ
ィ

*

ダ

ブ

ル-=
.
K
ダ

ブ

ル

ユ

—

-

』

の
成
立
 

五
0 

(

一
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.

"

.

社
會
f

及
び
集
團
は
機
械
的
並
び
に
產
業
的
狀
態
の
反
映
に
過
ぎ
な
い

0

現
代
産
業
.

Q
1

大

事
實

は

機

械

.を
以
て
人
の
熟
練
に 

"

:

代
へ
た
こi

と
、
富
が
生
產
：せ
ら
れ
分
配.せ
ら
れ
.る
道
具
の
所
有
を
集
中
す
るこ

と

に

ょつ
て
*

資
本
家
の
勢
力
を
增
加し

た
こ
と 

'
で

あ

る
.0
:

 

'

.

,1
-

r

,

:
ご
-

, 

.
1-

^

^

^…

ゾ

■

:

.
0れ
.等
の
事
實
に

ょ<>
て
勞
顧
者.間
の
_

業
の
：.區
別
^

資
本
家
間
の
競#

^
は
共
に
：消

域
じ

つ\
あ
る
0

階
級
の 

固 

,
,
:
:
定

し

、
：
階
級
の
反
感
は
愈
々
：錄
べ
な
る

0

職
業
の
限
界
は
機
械
に
對
し
總
て
の
勞
働
當
が
何
れ
も
屈
從
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
消
滅
し 

、

た
。
' 生
產
カ
の
步
い
機
械
広
！
^

つ
\

あ
る
新
し
き
機
械
は
、
あ
あ
ゆ
る

^

|

|
完̂
聋
に
.破
壞
し
、"新
し
き
勞
働
者
の
■一

 

園
を
無
職 

>

の
鉻
望
せ
み
失
業
者
：の
.絕
£-
:
.ボ
增
加
：ず̂

團
體
忙
投
げ
入

れ
る;0
.
:人

及

び

人0;
熟

練

は

機

麓

過

程

に

ょ

：つ
て
置
き
換
へ
ら
れ
、
資 

.ペ
本
家.は
.勞
.

者
'の
心
身
が
最t
緊

張

し

；
て

猶
^

^

短

勞

働

者

：を
使
用
す
る
必
要
が

.あ
冬
。
：勞
働
者
が
最
平
最
高
の
利 

^
潤
を
舉
げ
が
こt
:が

出

來

故

く

故

つ

，だ

瞬

間

彼

ft
掃
溜
，に
拾
れ
、

不
用
の
機
械
の
側
匕
餓
ぇ
る
死
線
が
引
れ
、
年
齡
の
制
限
が
設
け 

.

.
&れ
、る0
,と

れ

を

越

ゅ

る

：
ぐ

ど

ゆ

、
：
：
：馨

〗

裂

古

せ

ら

れ

る

；
こ

:(
0
世 

產
業
的
に
死
の
宣
吿
を
意
脒
す
る

o

:

,:
■

'

勞
働
者
は
土
地
と«

具
：か̂

全
< ^

分
離
し
.
、
：職
人
と
し
.

て
.

の

熱

禁

無

用^
#

り
：、...I.

様
な
.
霞
奴
隸
の
集
團
に
沈
淪
す
るo
:
彼 

’
'

.
は
發
達
.
せ
'

る
產
業
場
裏
か
ら
發
生

.
じ
.
た
階
級
的
區
別
に
ょ
ー
つ
て
、
：彼

( 0
'
抵

剪

：が'破
瓌
せ
：ち
れ
 

.彼

：
の

賃

銀

，
は

勞

働

時
 

.
簡
が
延
長
.
叱̂

;

れ
、
猶
改
的
物
傯
が
：騰
貴
ず>0
め
反
し
，て-.
'

.«

ぇ̂

減
少
.
す
：る
。
利

筒

獲

得

者

：の
.要
求
に
應
じ
て
此
處
被

«

仑
轉

 々

し
勞
働
者
の
资
往
處
は
無
く
氡
つ
：，た
？
：

2:
:

^

無
援
^

狀
鶴
に
應
&

て
、,.
彼

.は
其 

'

，ざ
^

を
得
な
い
？
彼
は
體
格
灰
び
智
能
；の
撿
莶
を
受
げ
なく

て

：
は

な
.ら

ぬ

？

そ

れ

は

.

が
競
®

所

で賣
買
せ
ら

れ

る時
よ
り
も
甚

^

u>
^

^

^

^̂:
:

t」

^
li
;
-a '
^ ;
.

_

_

.

_

_

_

#

r

.

^

¥

'

K -
M

^

^

l

^̂ :
E

^

^

(c
«

<>
s

こ
變
如
紙
ヤ
：る

o

.'.
'

S

の

藤
■

霞

者
■

熟
練
i

利

雲

翁

異
I

衮

t

t

:

勞
働
者
が
相I

同
情
し
タ 

看

に

卷

1

.
膝
努
力
ず
馨
に
純_

る
爲
吖
に〈

又

蒙

家
0

$

_

ず

る

垓

管

鐵

叉

 

て
S

管
 

し

ゆ

觀

め

吃

ぃ

傭

主

敗

.

諷す
るも
のへ

.
'リ
'

,

:

.

.
 

:

'

,

_觀
#

陬
に
取
け
2 >
,
.是
#

^

_

肌
.

の
發̂

'

る
o

.

吃
警
电i

.

等
の
咖
以
敷
數
匕
緣
孓
ザ
歓
岑
ハ
露
ぬ
對
允
る
瞰
爭
に
於
て
费

^

祆
戰
線
を
脅
ぐ
る
タ
き
主
組
合
を
通
じ
て
、

氅

掀

言

.
豪

名

法

街
§

禁
血
命
_

汰
窜
_

容

慕

用

孕

、#

办

を

势
.

粉
碎
し
や
ぅ
と
す
る$

¥

_

で

教

が

め

風
_

れ
ん
_

^

'

.

1

_

處

』

；,

- '
^

緊

_

&

成
.
陰

に

睡

蜘

て
^

酋

を

祕

し
: '

彼
^

々

霧

衡

咖

ず

を

。「

兩
.
爾

段

(0
;

;

爽

贫

ば

勞

歡

故

級

ゆ

節
_

と

內

部

ひ

不

和

と

に

依

る

9
傭

主

の

戰

線

と

戰

術

と

は

機

械

的

及

び

產

業

的 

集
.

！r

■

が

る

。"

_

る

ゅ

賢

嫩

乾

比

從

華

團

臌

を
_

翻

伤
_

業

的

跖

別
£

從

つ
.

1 :
'

組
_

し
.

で

ゐ

各

0>
過

去

ぬ

戰

_

は
こ 

の

i

隊

妗

加
■

ず
^ '

.
o

g

お

ゥ

七

％

ゼ

ギ
^

ア
ル
太
十
太
、.

^

P

ル
•

リ
バ
.

丨

の

繊

維

勞

働

者

、
職

業

的

區

別

の

爲

め

に

弱

く

■

■

磨

ゴ0 .

厲
殺
—

陳

ぎ
—

服

勢

ぞ
_
僚

置

顏

藍
_

^
泛

，_

シ

‘̂

ァ
パ

K 

!
_道
，の
；_
土
、
辭
業 

馨

黑

釈

P

統

1̂

協

ヵ

と

鬆

ぐ

爲

め
.

&

霽

漏

出

菌

幣

_

_

.

.

る

ギ
¥

ド

が

犹

夫
>

'

こ
^

.

..
:
. 

- 

- 

- 

- 

. 

...... 

* 

--. .
'
.
こ

 

...r 

'-:.+■.'.
■.

ベ

'.."

■‘...
 

—

バ
ボ
，の
腐
敗
せ
る
制
度
は
何
等
改
善
と
順
應
の
希
望
と
を
宿
し
な
い
？
暗
雲
に
對
す
る
白
光
は
亦
せ
ず
、
勞
働
界
に
失
望
を
招
い
て

.

I

ァ
s

隹

黎
 

i

 

s

 

.
c

l

I

I



『

广
ィ
•

ダ
ブ
ル
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* >《

ブ
か
ュ
？』

<D

'
羅
あ
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こ

の
制
度
は
唯
賃
銀
奴
隸
制
度.か
が
僅
に
腮
_

'

る
爲
め
不
斷
の
鬪
爭
を
爲
さ
し
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
產

業

民

主

制

度

の

建

設

D
 

能
否
に
對
し
て
は
佥
ぐ
知
ら
な.い
0 

'こ■
€ >
.
,產
篆
民
主
制
勒
に
於
で
ば* -

銀
奴
隸
比
な
ぐ
勞_

者
は
使
用
す
る
览
具
を
脱
有
し
、
，
lf
c

、k
. 

產

物

猱

等

の

み

载

夜

す

衾

で

あ

る

。
そ
れ
は
勞
觀
者
等
衫
產
業
戰
■

於

て

孤

蒼

ガ

I

し
め
る
香
氣
の
中
に̂

'

技
若
區
別
ば
產
業
时
及
び
財
敗
的
協
カ
お
不
耶
能
な
&

じ
.
め
％
:

へ

'
、

.

.

.

.
：

' 

'麂
働
f

員

間

翁
^

、
勞
歡
#

柑
耳
の
®

悪

が

增

忍

、
勞
働#

は
無
援
四
散
窮
で
資
本
象
の
霞
引
渡
さ
^

る
0
;
' 

_ 

.

. 

職
業
間
の
赌
視
ば
職
業
獨.占
：の
創
設
を
許
昏
せ.』

が
.
厶
に
產
る
0」

'

.

:

:

.ぃ

.
“
 

へ

「

禁
此
的
入
#

金

が

設

け

尾
•
る
？

：こ
れ
ほ
勞
働
者
を
し
て
：其
意
志
に
反

.
し
て
篡
切
者
だ
：ら

ざ

る

を

得
.ざ

^

し

め

る
Q 
.

勞

働

者

が

其

男
性
氣
分
又
ば
周
圍
，の
事
情
か
ら
、
I

職
業
か
ら
離
れ
て
新
し
き
技
工
別
組
合
に
轉
入
し
.
が
ぅ
と
す
れ
ば
罰
金
を
課
せ
ら
れ
る
。

技
工
的
區
別
は
勞
働
者
の
間
に
政
治
的
無
智
を
養
成
し
、，
斯
の
如
ぐ

し
.て
選
擧
戰
.£

.
て

も

亦

商

店
、
.鑛
山
及
び
工
場
に
於
け
る 

と
同
襲
等
の
階
級
を
分
裂
せ
し
め
る
？

 

：

,

技
工
S

勞
働
組
合
は.
■

主

Q

獨
占Q

設
-

^

と
物
價Q

引
上
げ
と
を
助
け
る
爲
め
に
、
利
用
せ
ら
る
べ
く
又
現
に
利
用
せ
ら
れ
て
ゐ 

今
斯
の
如
く
し
て
少
數
の
勞
働
者
は
他
の
勞
働
者
$

:

體
：の
；
生
：活
條
件
を
惡
化
ぜ

'
し
め
'
る
の
/

が
常
で
知
る
0 

-

ぃ

.

‘

.

技
工
的
區
別
は
勞
働
者
の
階
級
意

i
.

の

着

を
害
し
、
：被
傭
奴
隸
と
踅
掠
奪
f

裔

.

の̂
 

彼 

等
は
勞
働
者q

，誤
れ
る
指
導#

が『

市
民
同
盟』

に
於
て
資
本
家
と
團
結
す
る
こ
と
を
着
す

o
〈

こ

の
陳
课
忙
於
て
は
,

主
韻
の
永
顏

8

1

1

1

1

•f
vt-
t
-t
-g
y
s
蓉̂
链

落̂
馨

^
^
-̂̂
麥
ギ

^
奪̂
言̂

\ m ^： .

Stem ；

.

.の
爲
め
に
訐
識
を
樹
て
、
賃
銀
制
度
に
よ
つ
て
勞
働
者
を
永
久
的
奴
隸
と
な
し
て
ゐ
る

o

從
來
の
勞
.働
階
級
の
改
善
の
爲
め
の
努
力 

"

は
其
範
圓
が
局
限
せ
ら
れ*

其
活
動
が
聯
絡
を
缺
い

H

ゐ
た
か
ら
未
完
成
で
あ.る
こ
：と
が
知
も
れ
た
。

一
勞
働
隊
練
に
附
纏
ふ
普
遍
的
經
濟
的
害
惡
は
、

_

燭
的
勞
働
階
級
運..動
.

に
ょ
.
り
.
.て
.
始
め
て
絕
滅
す
る.
こ
と
が
出
來
る
。'斯
の
'

如
.き 

-

勞
徽
1

級
の
運
動
は
、
皦
業
の
签
ど
賛
銀
協
約
と
が
同
'

ー
產
業
杧
於
け
る
他0

職
業
に
對̂

て

傭

主

，
に

利

益

-'
|
:
.與

、
へ
て
^

る
限
妙
、

而

し

墓

働
I

S

S

I

效
S

な
：
I

I

截

大

塞

カ

義

費

し
I

る
限
ね
不
可
劈

滿
す
運
動
は
總
て
の
產
業
を
包
括
す
る
一
大
產
業
別
勞
働
組
合
に
あ
る
。

―
一

そ
れ
は
地
方
的
に
は
職
業
自
治
、
國
際
的
に
.は
產
業 

自
治
、

一
般
的
に
は
勞
働
階
級
の
統
一
を
行
ふ
も
の
で
あ
る

0

そ
れ
は
階
級
_
雜

の

上

に

設

立

せ

ら

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

.;
0

而
し
て
其
1
.

般
の
管
理
は
.資
本
家
階
級
と
勞
働
階
級
間
の
打
破
仕
難
き
衝

突
め
承
認
と
七
致
し
て
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

. 

.

. 

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

.

.

• 

. 

.

.'
:

そ
れ
は
芻
な
る
政I

も
參
加
I

る

霞

霞
I

濟

讓

と

し

裹

立f

れ
f

 

1

1

/
て

總

て
C0
;

樹
能
は
幽
體
的
加
入
者
ー
に
歸
ず
べ

〕

き
で
ー
あ
る
.
0; .
;

3

^

^
 

::r

>
.

〜

''

:
.
:
/
:
ぐ

地
方
的
：
塋
國
的
及'び
；

'般
的
管
理
は
：變

口

票

、

.
：釦
：- >
'

記

齊

，
移
動
票
.

: '

入
會
金
、.
人
頭
賦
課
金
等
を
含
む
が
金
國
的
に
統
，ー
せ 

ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ。

• 

：：

總
’

て
鉗
合
ぼ
彼
等
が
使
：用
せ
ら
れ

.

.る
産
業̂

:

含
む
地
方
的V

全
國
的
又
：

.
は
國
際
的§

の.
加
：入
權
を
有
し
な

‘
くてはなら.

併 

し
地
龙
的
文
味
全
國
的
、
ぺ
國
際
的
組
合
間
の
规
入
權
の
移
動
は

^

遍
的
龙
な
メ
て
は
な

6

:

ぬ
9

:
.;
'

ハ5

『

ァ

ィ

，
ダ
ブ
ル
，
ユ
！

ダ

ブ

ル

ユ
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：
の.成
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瓦

三

(
1

1

九

七)
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ア
イ
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.ケ
.ル
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‘ダ
ブ
バ
ル'
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め
泰
龙

35
:
四
.

(
：一

,.
<一
 
本
八)

•;
外

國

に

，
於

げ

る

產

槳

M

勞

働

組

合

か

ち

餌

合

票

を

携

：

.
へ
装
勞
働_

廳

篠

尊

參
_

せ
,

む
べ
き
で
あ
る
。

M

管

理

部

塞

馨

及

び

某

原f

孝
ず
.
印

刷

警

發

：行
す
へ
べ
蒙

」

あ
％

-,
?

:

«

後

定

期

的
^

各
產
_

.

の
备
此
合
«

に
'發
布
せ

..る
 

Y

t '

で
あ
.る
;0
，

.
 

查
加
人
者
が
同
額
の
出
資.を
纪̂

中
央
防
衞
遨
金̂

證

1 >
:
.

、
纖
,

べ
ー
き
セ4

る

令

：：
：
べ

.'

ぶ

.
，
.

■'
:
;
'::
-

r

.? 

:
そ
れ
敗
ぬ_

處
虼
示̂

:

た
る
原
則
咬
同
寫
ず
る
總
て0

勞
働
衮
は
一
九◦

五
年
六
月】

一
十
七
日
シ
カ
ゴ
に
於
て
大
會
を
催
す
で
あ 

ら
ぅ
。
#

目

的

ど

ず

：
る

：
と

‘

乙

ろ

：
は

攻
0

3

*

®

I

.

k

'承

じ

怒

：
苓

ど

&

,

ろ
に
：從
ひ
；

' >

勢

簿

級
(O
'

經

濟

的

團

體

を

組

織

す

る

こ

と
を
！！：： 

的
と
一
す
る
と
と
で
あ
る
。
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:九
年
六
月
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十
七
日
か
ら
七
对
，八
自
.ま

で

シ

巧
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產
業
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議j

 

.
(
I
n


d
u

s
t

r
y

 

c
o

n
g

r
e

s
s

)

又
は「

產
業
別
勞
働
組
樊#

:
I

C
I

n
a

u
s

''g
:
a
:
L

 

.
U
n
i
o
n

 

C
A

n

益
1
^
0
^

と
稱
せ
.
：ら
：れ
た.
が
、
：
閉
會
前
に『

世

界

讓
 

勞
働̂

組
合』

c
l
a
d
u
s
t
r
i
a
l

 

w
o

r
k

e
r

s
.

o
f

 

t
h
e

 

.
w

c
i

r
l
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乃
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ァ̂
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ダ
ブ
ル：
矛
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ダ
ブ
ル
:a
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;; ^
¥ >

が
組
織
せ
ら
れ
た 

か
ら
、
其
第
一
囘
¥ ;

次
太
#

と
稱
せ̂

れ
る
こ
と
ど«

つ̂
0
 

'，ご
：の
會
議
は
著
洛
な
劃
期
的
赴
#

議
.で
あ
つ
て
、
產

業

別

勞

働

組

合

琿 

®

.

に
於
け
る
基
本
の
一.
章
を
な
す
^ ；
,

の
で
；あ
るo
; ;
.
.
.
:
へ

夂
.

V
 

..

、
：
.

へ
.

j
ビ
の
會
議
に
出
席
せ
る
も
の
ば
總
數
百
八
十
六
各
バ
此
處
で
は
七
ン
ト

*
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に
：ょ
る
と 
一I

百 
一
一

一̂

と
記
し
て.
ゐ
、る)

で
、
#

く
井
四
十
衝
の
：職
業
に.直
.
.っ
て
.

ゐ
る
C :

而
レ
て
.

此
處
に
代
表
せ
ら
れ
..た
る
勞
働 

:f
l

合
ば
權
成
形
態
か
ら
見
る
と
次
の
七
薇
と
.
な
る
。.
氣
|

の
%:
;

の
：は
單
純
な
石.
產
業
別
勞
働
組
ん
ロ
で
、
：'特
乾
の
產
業
に
紙
事
す
る
勞
働 

# ;
は
そ
の
能
カ
の
如̂

を
問
ゆ
ず
同
ー
：の
組
合
の
账
合
厲
た
ら
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
、；

『

西
部
坑
失
聯
合
，

』

が
こ
の
種
のV
の
と
し

て
ば 

代
表
的
で
叙
る.
。
第
二
は
複
合
的
產
業
別
勞
働
組
合
で
、
鐵
道
從
業
員
の
組
合
、
機
械
エ

0

敗
合
、.
音
樂
家
.の

駔

合

を

包

拮

す

る

『

ア 

メ
リ
ヵ
勞
働
組
合』

の
如
き
產
業
別
勞
働
組
八
ロ
の
聯
合
體
を
い
.

ふ
の
で
あ
る
。5 :

ー5 :

所
謂
國
際
的
勞
働
組<
1
ロ
で
、

そ
の
.範
圍
に
於
て 

は
稀
れ
に
：全

國

的

以

上

で
あ
り
、
特
定
職
業
の.地
方
的
紙
八
ロ
の
：
.
金
國
的
傲
會
た
る•
に
過
ぎ
於
い
も
の'
で
2 >
:

'

る
。T
T .
メ
リ
ヵ
金
鳩
勞
働 

者
合
同
國
際
組
八
ロ

1

が
こ
■

あ
る
。
第

西

繼

聯

含

桊

別

勞

働

組

合

裏»);
:
'、
1

同
坑
夫
氟
働
組
合』

の
如
く
職
業
單
位
ょ
り
も 

產
業i

位
で
あ̂

;
"

他
の
產
業
に
於
ボ
石
雨
種
の#

體
又
は
修
电
と
輸
合
ヤ
る
も
か
を
_

外
允
芬
產
業
別
勞
働
組
合
で
あ
か
。
第
丑
は 

普
通
の
非
■

合
的
職
業
別
勞
働
組
合
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は

(

A
.

)

同
業
勞
働
組
合
の
合
同'體
> 

こ
れ
を
構
成
せ
る
組
合
は
個
性
を
雄
持 

せ
る
も
自
治
權
を
喪
失
せ
る
も
の
、

T

合
同
機
械
工■

ロ1
の
如
ぎ』

© -

ど
、
官

)

.
鑄
物
エ
の
組
合0

^

合
で
、
，
滿

成

せ

る

組

合

^;
全

國

的I®
'
-體
に
對
1 >

て
合
同
以
上
に
肶
從
關
係
ぬ
立
っ
も
の
と
が
.
あ
ー
る
？
第
六
ば
州
肉
聯
合
體
で

、

，
1
 ri

タ 

1

州
勞
働
聯
合』

g
-

如
き
で
あ
'
る
.
。
一

最

後

の

形

態

は

普

通

.
で
な
い
.
：型
.
.
.の
努
徽
歉
合.
で>

1

產
業
勞
働
俱
樂
部1

と
‘

か『

合
同
勞
働
聯
盟』

.

『

ァ
f

ダ
ブ
ル
ユ
！

ダ
ブ
ル
ユ
ー

』

の
成
立 

0

 

C

 

ニ
九
九〕



r

ア

ィ•
ダ
ブ
ル
ュ
！

ダ
ブ
ル
ュ
丨』

の
成
立 

五
丄
ハ(

r

5

0

.

)

(united
へLabor L

e
a
g

辱

の

如

き

も

の

：で
あ
る
。

こ
れ
等.■

ら
國
際
的
又
は
佥
國
的
圃
體
が
全
體
と
し
て
代
表
せ
ら
れ
る
の
は
極
め
七
小
部
分
で
、
，
多

ぐ

は 

一；、
二
一
.の
地
方
支
部
.が
.代
表
し
た
の
で 

あ
っ
た
O
M
し
て
前
#
が
會
議
に
於
て
有
力
I

地
位
を
.占
め
た
の
防
勿
論
.で
あ
っ
て
、

『

ア〗

メ
リ
#

働

f

組
合』

の
如
き
は
何
れ
も
こ
れ
ビ
屬
す
る
。.

パ
:

.

.
 

'
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J
 

,

鑫

Q

出
席
者
に
は
代
表
議
員
と
個
人
議
&

と
が
あ
る
。，
撕
者
は
其
代
表
す
る
組
合
員
數
に
應
ず
る
霞
權
を
有
し
-
•後
者
は
單
こ

本
人
の一

票
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
代
表
議
員0
中
團
體
加
入
が
全
權
を
委
住
せ
ら
れ
た
，る
も
の
：七
.十
、

こ
れ
を
貧
せ
ざ
る
も
の
ヒ

十
二
を
尊
す
る
。
而
し
て
前
者
は
■

一
 

千
四
百
、
後
者
は
九
萬
一
'千
五
百
を
代
表
し
、
合
せ
て
十
四
萬
三
千
が
此
會
講
に
於
て
代
表

せ
ら
れ
た
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
此
內
新
し
き
計
書
に
參
加
し
上
ぅ

と
決

章
せ

る
も

の
は

凡

そ
五

萬

1?
、
'組
合
員
ニ
萬
，七

千

の

.

『

西

部
ザ
夫
聯
合』

一
萬
一
千
の『

ア
メ
リ
力
勞
働
組
合』
を
初
め
> 
同
じ
三
'千
の『

合
同
金
屬
勞
働
者
組
合』

、一 .

一
千
の『

合
同
鐵
道
足
業

員
組
合』

、

I

千
五
百
の『

社
會
主
義
同
業
勞
舰
齓
盟』

の
五
團
體
が
ー
千
以
上
の
投
票
權
I

有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
併
し
前
述
の
旧
.

く

ニ
っ
の
有
力
な
る
組
合
を除
外
す
れ
ば
他
は
全
然
紙
上
の
存
在
に
趣
ぎぬ
も
の
で
.あ
：っ
て
Y
實
勢
力
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

而
し
て
代
議
員
と
し
て
選
任
せ
ら
れ
た
人
々
：.は
池C

通
.の
目
的
を
達
成
す
る
手
段
が
そ
れ
ぞ
れ
相
異
し
て
ゐ
.た
。
.乃
.ち
、
第

，

I.

は
_
會

主
義
的
社
#

主
義
紫
で
、
こ
れ
に
は
.マ

ル

ク

ス

主

義

.若

と

改

良

主

義

者

と

s
二
派
が
.あ
っ
た
？
第
一一 .

は
無
政
府
主
義
者
、
第
三
は
產
噹

別
勞
働
組
合
主
義
者
、
第
四
は
勞
働
組
合
を
利
用
し
て
私
利
を
圖
る
者
.で
あ
0
た

0
'是
等
の
信
條
の
不
同
は
、
：少
數
の
眞
.に
會
犠
を
動

か
す
人
々
に
ょ
っ
て
、
坐
氣
と
色
彩
と
を
帶
び
る
に
至
つ
た
o

ぞ
の
人
.々

と
い
ふ
の
は
デ
レ
.オ
シ(

u
a
n
i
e
l

 

D
e
.
.
r
o
n
v 

へ
.イ
ウ
■
ッ'
F

(
w
i
m
a
m

 

D
.

ff
i
-
a
y
w
o
o
a -
、

<

 

1
ガ
1
テ
ィ(

T
.

 

J. 

H
a
r
g
e
r
s
'

^

K

x-
a

c
aq
s
e
v
v
D
e
b
s

)

、
ト
テ
ケ
ト 
K

y

(
W
i
l
l
i
a
m

 

E
.

 

T
r
a
u
t

日 a
n
V

 

シ
モ
ン
ズ(A

.

 

M
.

 

S
i
m
o
n
s
〕
、

ス
、、、ス

(

n
ぼ
g
p
s s

m
i
t
h
)
、

n
l
ツ

(

P
C
. Co

a
t
e
s)
、

シ
1

ャ
マ
ン(

c
.

 

o
. 

S
h
e
r
m
a
n
)

で
あ
る
。
シ
モ
ン
ズ
と
デ
レ
オ
ン
と
は
何
れ
も
社
會
政
黨
員
で
あ
る
が
、
前
者
は

『

社
會
黨』

に
屬
*1
,『

新
國
民』

(

0
|

1
1
1
茗
 

N
a
t
i
o
n
)
.

の
主
筆
で
あ
り
、
後
者
は『

社
會
勞
働
黨』

に
屬
ず
る
犬
立
物
で『

日
刊
民
衆
新
聞』 (

o
a
i
l
3
T

 

p
e

o
p

l
e

)

の
主
筆
で
あ
っ
た
。

ハ 

丨
ガ
テ
ィ
は
カ
ソ
リ
ッ
ク
敎
の_僧
侶
で『

_..ア
ィ

•■

ダ

ブ

ル
!
 

•

ダ
ブ
'

ル
：..'ユ
丨
，

』

：.：の.
原
.
.の
.

前
文
の
起
：草
者
で
あ0

た
0
.
/
.テ
.
.フ
：ス...は
.こ
の
運 

動
に
對
し
て
絕
大
の
熱
誠
と
雄
辯
を
揮
っ
て
參
加
し
、
新
圑
體

.
の
將
來
に
就
て
樂
觀
論
を
唱
ベ
た
。

へ
ィ
ゥ
ッ
ド
は
ロ

 

ロ
ラ
ド
に
於
て 

『

西
部
坑
夫
聯
合1

に
加
.
は
っ
て
多
年
の
經
驗
を
有
す
る
老
_

の
鬪
士
で
、
非
常
に
敏
鬪.意
_

が
織
烈
で
あ
った
4

'f

^
:
ほ
デ
，レ
オ
シ
は
，
コ 

a

ン
ビ
ア
大
學
の
法
學
部
の■出
身
で
、.
1A
九
五
年
の『

社
會
生
義
諸
業
勞
働
同
盟

l
'

(
s

o
c

i
a

H
s

t
.

T
r

a
d

e
s

,
s

^

 

A
l
l
i
a
n
c
e
)

 

Q
.

 

組
織
に
關
與b

、
そ
れ
が『

T

ィ*

ダ
ブ
ル
ユ
：1
•

ダ
ブ
ル
ネ
ー』

に
合
體
す‘
る
ま
セ
そ
の^ '

員
で
あ
0

た
9

.

彼
は『

社
會
黨』

.の
樂

觀

論
者 

の
主
.
贬
す
る『

內
部
か
ら
鑿
孔
す
る」

政
策
に
は
極
端
に
不
賛
成
で
あ0

て
、
獨
立
に
經
濟
的
團
體
を
組
織
す
る
と
と
を
提
案
し
た
の
で 

あ
る
。
然
る
に
社
會
黨
の
人
々
：は
經
濟
的
團
體
が
政
治
的

^

係
を
有
す
る
と
：
.
と
_
を
全
然
不
必
要
で
：あ
、る
と
考
：
へ
た
。

」

：.

;

大
會
の
出
席#

の
間
，に
於
て
、
主
義
主
張
の
異
る
も
の
が
多
か
っ
た

1

は
、
旣
に
述
ベ
た
通
り
で
あ
る
。

.屢
々『

ア
メ
リ
力
勞
働
聯 

合』

と
の
關
係
が
問
題
と
な
.っ
た
の
ば
そ
の
發
現
で
あ
る
o

f
ア
メ
リ
カ
勞
働
聯
合

』

：の
指
導
者
は
勞
資
の
利
*

の
，1

致 

そ
れ
は
事
實
に
反
す
る
こ
と
で
あ
技
ブ
疋
直
な
者
は
必
ず
南
階
級
間
の
不
斷
の
鬪
爭
を
認
め
な
い
譯
に
は
行
く
ま
い
ノ
こ
办
團
體
は
階 

級
鬪
爭
を
認
め
、
そ
れ
に
基
.き
て
建
設
せ
ら
れ
る
も
の
：.で
あ
る
.と
^

ィ
.ゥ
：ッ.ド
：は

述
<<
て
ゐ
：る
ヮ

『

.
ア
ィ■

•

ダ
.
ブ
ル.
：
ユ■.丨
•
.
ダ.
.ブ
'

ル
.
.ユ.
1』

'
の
.：
成
立

 

'
a t

七

；

(

一
ニ.
0
.
.
1

〕



『

ア

イ
•
'ダ
'プ
'
.ル
.rr

l
.

•
.ダ
.

K
.

ル
.
-.
'
I』

：

■の
'成

立

.ノ

 

x
.
.
\
j 

c
r
I
.
o
.
l
l
■

ノ
，

動
が
必
：要
を
肯
^

文
る'
ど

と

も『

ア.
.メ̂
-

次

勞

徽

合』

"

め
義
で.
あ
.

る
$

斯
の
：如
象
^

 

り
て
は
- 

『

ァ
メ
リ
ヵ
勞
働
聯
合

』

は
'
技
0 :

的
勞
働
組
食
の.
象
徼
ゼ̂

'

ち
''
-
:
.
.
'勞
働
階
級
0

直
接̂

利
益
$ :

增
進
.
せ
：ざ
る
0

み
«

ら
，ず
、.，資
本
虫
義_
 

度
の
靈
の
支
柱
と
し.
て
は
全
然
無
用
の
を
の
で
於f

#

等
の
：_理
想
と
ず
簽
勞
働
組
僉
は
現
钜
の
"
勞
機
件
を
改
善
す
名
：以
上
の
も 

の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ6

勿
論
直
接
ひ
利
益.
は
增
進
す
る
が(

.

第

|

の
罔
的
は.
！̂

^

の
奴
識
的
職
能
を
廢
止
し
、
賃
銀
制
度
又
ほ
資 

本
主
義
制
度
由
代
べ
る
；に
協
同
的
國
家
ぢ
以
て
ず
基
：に
赵
石

::
0

#

等
.
は
暴
の
勞
働
組
合.
は
1

妫
办
.勞
働
者
乃
ち
不
熟
練
勞
働
著
及
び
移 

他
民
幷
に
所
謂1
勞
働
貴
族̂

あ
.

る
熟
練
鍵
紫
を
：も
包
描
ず
べ‘

の
：で
な̂

て
は
&

:

ら
：ぬ
，こ
：と
を
極
カ
圭
張
し
た
？

〕

::
;
^
^
^
^

會
議
に
出
席
せ
る
裁
の
多
數
はr
T
 
メ
ヴ
.
.力
勞
働
聯
合』

が

資

本

家

的

麗
£

毒
せ&

れ
”

鐘

業

別

組

合

と

な

る

望

の

蕪

い

：
こ
_
と

を

偉
 

じ
た
。
併
し
乍
ら
シ
モ
シ
ズ
其
他
の
一
部
の
：者
は
r

T

, メ

リ

力

勞

働

聯

合

』

：

を
！！

成

ず̂

或
種
の
組
合
を.「

內
部
か
ら
_

孔

す

る

」

.
こ

と 

に

ょ

つ

て

產

業

上

o

目
的
を
擴
充
す
る
こi

が
出
來
る
と
確
信b

た
々
；こ
れ
に
對
し
ズ
は
圣
激
反
對
の
立
場
に
立
つ
も
.

の
が
あ
る
。
'
デ 

レ
オ
ン
一
派
が
そ
れ
で
あ.つ

て

.
、彼
等
は「

內
部
が
ら
_

孔
す
名
い
こ
と
は
時
間
の.浪
費
で
”

あ
.

る
塞
日
つ
て
ゐ
る2
^

^

ス
も
亦
そ
の. 

無
效
な
る
こ
と
を
生
張
し
たo
v「

1

大
變
革
を
迤
す
に
は
只4
途
>
_

勞
働
階
級
：が4
7

メ
.
リ
ヵ
勞
働
聯
合1

と
袂
を
別
ち
、
：
經
濟
.方
瓯
に 

於
て
彼
等
'

の
：階
級
を
代
表
す
る.こ
と
を
目
的
ど..す

る

勞

働

組

合

：に
加
入
す
る

.■
こ
.
々
あ̂
.
.の̂
'

で
^

る」

と
.
述

- 

■、
：

俞
議
の
最
初
の
五
：

=

間
は
信
任
狀
の
密
夜
、
宣

言

書

：の
說
明
：、

■:

『

ァ
メ
.
リ
ヵ
勞
働
聯
合

』

.
に
對
す
る
非
難
に&

さ
れ
、.：第
{ハ
日
に
は
建 

設
的
事
業
の
主
要
な‘
る
部
分
が
、•
委
員
會
の
手
か
ら
移
さ
れ
て
議
事
，

s

程
に
上
程
さ
れ.
：た
。.
而
し
そ
會
場
の‘
空
氣
は
、
.
次
'

の
點
.に
關
し 

て
決
議
が
行
.は
れ
たこ
と
を
以
て
知
ら.
れ
る
で
ぁ
ち
；ぅ0
.
:カ
ち
.

1

局
の
.
設
立
維
持
、.、各
個
人
が.
社
會
.
の
福
祉
に
有
用
で
あ
り
、
.

M

等

,

o

, t
J I

を
受
け
る

と

と

、
'

五
：月
一.
日
;?
:

勞
働
祭(

L
a

^
o

r

 

D
a

y
)

.
と
ず
：る
c

i

A

.
 

T

Tメ

^

ヵ
：勞
働

聯

合
1

0

組
合
及
ガ
勞
働
者
：の
分
離 

の
理
由
を
公
表
する

こ
と
、

的
總
ス：

ト

ラ

：ィ
キ
が
.
階
級
_

爭
の
終
局
の
解
決
手
段
た
る
こ.と
、
協
同
通
商
制
度
の
樹
立
、
賃
銀
勞 

働
者
の
み

を

組
合
員
と
す
るこ
と

、
：
ベ
ル
リ
ン
に
本
部
を
^
する
“
：

『

勞

働

.組
合國
傺

事
務
局』

^

と
聯
絡

-.
$

:
: ^

0

こ

と
等
で
：あ
.

る
.:
'
0

)
：
:

 

而
し
て
.
會
議
の
最
後
の.
艽
日
間
は
會
則
と
前
文.の
时
議
に
費.
さ
れ
'
た
。
起

草

袭

員

の

手

に『

前
文』

は
、
初
め
の
ニ
齣
を
除
く 

外
、
殆
ん.
ど
何
等
の_
:修
.
泥
を
加
へ
.
ら
れ
ず
し
：て
.
可
'
決
せ
；ら.れ
た
0

併
し̂

ら
1

1

.

_に
對
し̂

は
異
論
が
嘲
硬.
：に
戰
は"さ
.れ
太
の 

た 
o

'.そ
 4

 

は
-
次
の
.

點
で
あ
'

つ
た
？ 

V

「

勞
働
階
級
と
傭
主
階
級
と
は
共
逋
の
何
物
を
も
有
し
な
カ
何
萬
と

>

ふ
勞
働
盏
の
間
祀
飢
餓
と

.
缺
乏
：と
が
見
«

さ
れ
、
傭
主
階 

:

級
を
：鞲
成
す.
る
少
數
0 ;

者
が
人
生
の*
.

き
も
.

0

を
：：1
切

馨

す

：
：
る

.
限
り
>
 

.平

和

，
は
' #

在

：
し
.
&

い
：1l b'
. 

:

,.

ハ 

:

■

「

是
等
兩
險
級
の
間
に
於
け
を
鬪
辩
^

、
#

て
：
の
勞
働
者
が
：け

.
產
業
界
幷
に
} &
:
重
电
於
セ
議
結
し
、
何
れ
め
政.

忙

も

^

^

す

る 

こ
.
と

な

く

：
し
.て
、
：勢
働
階
級
の
經
濟
的
靡
に
よ
つ
そ
、

「

勞
働
め
靈
を
肖
爲
の
所
有
カ
す
名
ま
で
、
：繼
續
せ
'
f

を
：得

な

い

J;

° 

こ
れ
は
第
へ1,

に
：新
團
體
が
階
級
を
恶
礎
と
ず
：る
®

濟
的
團
體
：で
炎
る
と
：と
金
直
截
簡
期

)

第
ご
に
：現

准
P

如
何
な
る
政 

.

黨
に
.?>
-

依
賴
せ
ざ
.

る
政
.
治
的

行

動5:
:

執
..る
.
こ
，
.
ど
を
.
生
張̂

た
も
' 0
^

: ?
>

^ '
^

、
■

■
y
,*
:
'v:
'
:
.
v
'
.
. 

V

:
.
、

::
/

:

; 

- 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

•

' 

ノ
と
の
.
中
の」

「

政
洽
界
に
於
て」

' 

在
い
：ふ
：：
1
.
齣

は

賛

赉

兩

論

杞

分

れ

/ >

篇

こ
( 0

爸

文

杧

就

セ

熱

沁

な

.名
箭
論
が 

シ
：ズ.
は
政
齩
も
有
ぜ
ざ
：る
政
治
的
活
励
に
餐
成
す
る
^

主
張
：:1,
.
て
政
治
的
條
«

に
反̂

0

ぎ
圓
艘
$:
-

1-
て
文
明
と
步̂

^
合

；さ
：
せ

る

爲

.め
^

政
治
'的
條
項
！が
必
奥.で
.あ

次
'女

朋
-
<
:姆̂
*

人

：み

の

相

『

ァ

.ィ

•
ダ
.
.ブ

ル

.ユ

•
ダ

.ブ

.ル

.チ

ー
.

』

の
'
.成
..立

. 

.
ナ

.九

.

.

.ハ

ニ

-;
5

.

.«



『

ァ

ィ*
>タ
ブ'ル
.：
ラ
！

ダ
.
.'
ブ
'ル
.ユ.
.
—

』

の
^
立
：
：
.
. 

c

r

l

o

四〕

.

政

治

に

訴

'へ

る

か

，に
.あ

る

と

由

張

し

：た

？

こ

れ

は.
'

『

社

食

勞

働

營

：，0

立

.場

で

^ >

つ
^
^

に

エ

場

に

於
.て

鬪

爭

す

る
.；
の

：
み

な

：
ら

：
ず

、

'

#
に

勇

往

邁

進

、
：：：如

何

な"る

«

牲

^

戰
は
ざ
'

る
べ
か
ら
ず
と
言
つ..て
ゐ
る
o

.

.斯
( 0

如
き
議
論
め
間
に
，現
代
の
事
業
が
政
治
0

創
造
者
.で
あ

し

、

或

る

代

表

の

言
.を

藉

れ

：ば
>
,投

票

は

：こ

れ

ま

で

未

だ

嘗

て

勞

働_階

級

.，
の

解

放

：を

成

就

せ

る

こ

と

な

く

、
㈣

^

に

於

て

も

無

か

る

べ
 

し

と 
一

K

は

れ

る

？

而

し

て

シ
.
.モ

ン

.ズ

は

政

治

活

動
'に

參

加

.せ

名

勞

働

齟

合

は
.短

命

脆

弱
.為

る

'.
.
|
:免

れ

な

い

と
|
日
^

そ
れ
は
兎
に
角̂

し
て
，
政
治
的
條
項
は
採.擇
せ
.ら
れ
た
，

而
し
て
こ

.

の
政
治
的
條
項
の
最
も
合
理
的
な
解
^

に
ょ
れ
ぱ
、
勞
働
階 

級
は
政̂
^

.

に
國
結
1 >

な
ぐ
て
は
な_
ら
ぬ
が
、
そ
の.
組
合
.
は『

ア
：.ィ
，̂

ブ
.

ル
ユ
ー
•

ダ
ブ
ルr

i
l

j
で
あ

-り
/
*
;

そ
の
：中
に
あ
り
、
又
は
そ 

れ
と
關
聯
を
有
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
つ
た

_

0

併
し
乍
ら
キ
れ
は
.こ
の
團
體

 

三
庐
產
に
は 

そ
の
事
實
が
明
自
と
な

.

.つ
た
。
乃
ち
一
:
1

派
に
分
裂
し
た
め
，で
あ
る
。

一
は
直
接
行
動
派
で
.

、
政
治
速
動
を
排
斥
し
、
.

前
：次
の
修
疋
せ
る 

も
の
を
採
擇
し
、
他
の
プ
は
デ
レ
ォ
ン
派
で
、
理
論
派
で
、
政
治
運
動
に
賛
成
し
、
同
じ
前
文
の
，政
治
的
條
頊
を
維
持
し
た

o

 

.

尙

ほ

雜

立

雜

會

に

於

：て
間
題
と
な

0

た
こ
..の.
政
'
治
的
條
項
は
後
に
次
の
如
く
改
め
ら
れ
た
0

こ
れ
に
就
て
は
後
段
に
詳
論
す
る
機
會 

が
あ
る
で
あ
ら
ラ
が
：、
便

.
^
，上

本

文

だ

敎

を
欢
に
揭
げ
る
ヒ
と
士
す
名

;0,
:

i

等

の

兩

階

級

の

間

に

於

て

は

、
遂

に

世

界

.の
勞
働
赛
が
一
階

' *

と
：し
て
，團
結
し
、

土

地

と

生

產

機

關

と

を

占

有

し
賃
銀
制
度 

.
を
徹
廢
す
る
ま
でr 
_

&

が
’
繼
續
せ
.
ら
れ
る
な
く̂

は
な
ら̂

」

：

ノ

'
:
:
:
.
ン
：

そ
：れ

は

龙

に

C

と

しK

こ
の
.

創
立
總
會
に
方〔

つ
.

て
委
員
會
が
迪
草
し
採
擇
し
た

『

前
文』
の
第1

1

齣

以

' T
は

次

の

如

く
®

ま

れ

るo

, 

■

.
:ノ
卜
糜
業
办
管
理
を
漸
次
少
數
の
手
中
に
集
中
ず
る
こ
と
は
、
勞
働
組
合
を
し

'
て
漸
次
勢
カ
を
.强
大
な
ら
し
め
る
馓
主
階
級
と
對
抗
す 

.

る
と
と
.
を
不
可
能
と
ず
る
と
ど
を
見
出.す
。
向
業
勞
礅
組
合
は
、
：：同
ー
：產
業
に
於
て
1
1

團
.
の
勞
働
啻
と
他.
の'

I
圑
の
勞
働
衮
と
を
相 

/.
;

抗
爭
せ
.

し
め
る
事
淸! :
•

醜
成
し
、
：從
っ
て
賃
銀
鬪
爭.に
.
於
て
相
瓦
に
敗
北
す
：る
：こ
と
を
援
助
ず

'

る
:0
加

之

同

業

勞

働

組

合

は

勞

働 

,

蜜
れ
し
て
、-
勞
働
皆
級
が
彼#

§

傭
主
と
共
通
の
利
害
關
係
を
有
ず
る
と
誤
信
せ
.

し
め
.
る
？
：
.

:
卷
等
ゆ
狀
態
ぼ
變
茶
す
る
こ
と
が
出
來
、
勞
働
階
級
の
利
益
は
、

.:

何
れ
か
の
-

1

0

の
產
業
に：

於
て
.
、
•
ま
た
.
は
必
要
.で
あ
る
な
ら
ば 

”

、
總
て
の
產
業
に
於
て
ゝ

’

そ
ゝ
の
總
セ
办
入
タ
が
巧
そ
の
產
業
の

- -

部
門
.
に
於
.
で
，：ス

「

ト
-

ヲ
ネ
：キ
衮
ゆ
ロ
>

ク
. 7

兮
ト
が
起
り
だ
る
時
に
は
、 

ノ
_

を
.
停

.|
1

:

し
'
 

撕
の
如
く
し^ ;」

部
，に.
靴
ナ
.
る
«

傷
は
全
部
.
に
對
す
る
損
傷
セ
あ'
る

ょ
.5
;

校
ず
.
る
方
法
に
•

て
、
團

il
i

を
組
織
す 

-る
-
こ

と
^

へ
よ
り
で
の
み
フ
維
持
せ
レ
れ
る
の
ー
で
參
る
.？

.,」

‘
 

二
，',

;:
■
'
',

保
守
的
箴
曾
ィ
芷
常
勞
働
時
間
に
對
す
る
.

正
常
時
間
賃
_

」

.

に
代
へ
る
.
に
、
吾
等
は
吾
等0

旗
幟
.
に
革
命
的
格
言「

賃
銀
制
度
徹

.

.廢 J

 

.を
雜
.
記
し
& '
-
*
^て̂

^

ら
办
0

;

、
ン
.
：
：
'
:
,
:
.
'
べ

 

-

/

資
本
主
義
を
徹
廢
す
る
こ
と
は
勞
働
階
級
.

の
..

歷
史
に
_

る
重
太
使
命
で
あ
る
：

o
'
:生
產
軍
は̂̂ 

み
な
ら
ず̂

黎
主
義
が
打
倒
せ
ら
れ
た
る
時
に
生
產
を
遂
行
ず
岁
爲
め
に
も
ノ
團
結
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
ゃ
產
業
別
-に
囫
結
す
名 

ぐ
.

ご
ど
：に* ?

タ
て
'

、.
.
吾
等
は
古
き
殼
の
內
に
新
し
き
社
會
機
稱
を
_

成
し
つ
纟
あ
る
の
で
あ
る0

.
斯
.
の
如
ぎ
主
翁.
の̂

言
，にi

致
す̂

爲
め
.

に
.
、.『

ア.，.ィ
•

ダ
ブ
：ル.
ユ.
.
1
,
•ダ
ブ
ル
.

ユ.
1

.

』

は
總
て
o

勞
働
階
級
を
圑
結
せ.，
し

め

る

、

.
こ「

と
を 

…

提
茱
し̂

o '

で
あ
る
。
：.乃
ち
肉
體
的
幷.
に

頭

腦

的

勞

働

者
：： 1

:

切
を
産
業
別
勞
働
駔
合
に
：組
織
す

(

る

こ

：
と

を

圖

つ

：
た

P

.

.

1T

ア

ィ•
ダ
.ブ
：.ル

a-

I
,
.
•
ダ

ブ
.
'
'
ル
' 
ユ 

l
t_

』

.の

成

立 

.

六
..,—
*

.2

.

ニ.
0

.-'
5
1ノ



『

ァ
.
•ィ
く

タ

ブ
"
.
.
ル
.
ラ

1

:
•ダ
.
.ズ
.
.ル
.
.
.
--
.
六

.

U
:

:
(

1
:ニ
0

六
0

.

.

.

業
_

勞

働

紕

合

ば

職

業

贏

私

_

ぎ

'>
:

'

勞

繼
#

|

極
的
觸
故
を
な
漱
咬
农
適
當
で
あ
'

つ
た
か
ち
セ
あ
名0
.
:階
級
_

糜
業
別
榮
働.
«

合
が
*

も

適

當

し

て

，
ゐ
，
る

:'
0

ぺ
以.上
の
前
文
；は
、『

ア
ィ*

.

ダ

ブ

ル

ユ

ー

，
ダ

ブ

ル

.
ユ.
1
;

』

が
糜
業
別
勞« |

組
合
ま
| 1
‘

に
則
る
.ぬ

队
報
齿
の
腐
舉
ぬ
^ :

る
.

と̂

三

部
( 0

國

際

產

紫

醫

爆

裙

。
ィ
ビ
ジ

★
 t

ン
：

)

拷
分
ち
、
中
央
集
權
的
統
轄
紀
資
し
た
。
併
一 

し
こ

れ̂

關
し
文
軋
隱
が
沸
騰
し
だ.9
.

&

£1
-

,

4

乃
^

^

體
：.の
憲
法
に«

龙
ベ
：き
時&
:

の
：
半

分

を

，
こ

れ

^

當

て

，
た

の

：
，
で

.奉

る

。
，
多

數

| 

の
代
菱
考
故
ス
撕
办
如
ぎ
特
殊^

部
阿
別
は
實
行
不
可
能
で
あ
り*

產
業
別
勞
働
組
合
と
し
て
こ
れ
に
則
る
の
は
矛
盾
し
、
職
業
別
勞

|

 

働
組
含
主
«

ゆ
隱
す
の
：も

の

食

扣

.
を
ど
考
へ
，た
: 0
?

衆

恕
$

の
；：糧

は

議

嘗』

ぬ

J
-

桃
方
的E

は
職
業
自
治
、
國

際
的
に
：は
產
業
自
治

"

，
.

一M :
^ '

ぬ

ぬ

統

|
.1-
.
'
.
:ぐ
と̂

4

規
定
広
背
识
ず
る
と
い
ふ
感
情
も
あ
つ
た
。
併
し
乍
ら
こ
の
部
鬥
別
の
虫
要
思
想
は
中
央
集 

權
で
-

あ
0 .

て
：、

?1
7

れ
ゆ
は
太
部
分
の
代
表
象
が
賛
意
を
表
1 >
:

た
：0;
:で
あ
：る‘
0 

.そ

れ

故

に

、
、
马
の
原
案
を
修
疋
し
て

.

、
結
局
、
特
定
の
：部 

門
の
.
，範
暾
を
.
示
.
す
.

^

ど
を
.
|[
:

^ ,P
.、

.
.

兎
に
角
十
三.
部
^

分
類
す
る
匕.

に
；し̂

タ
特
定
の
部̂̂
识
の
表
は
後
に
規
私.に
.於
て
多
大
の
修 

茈
を
加
へ』

れ
、
書

に
.

1

'九 

一
〃-
年
ト
：ラ
ゥ
乜|
^

.

に
ょ
つ
：て.
改
善
が
；加
へ'
ら
れ
、
六
部
門(

デ
-

ハ.
一
ト
メ
：ン'
ト)

に
減
ぜ
ら
れ
た0 

乃
■

業部
！
：

2

0

0

_

、; /
鑛
業
雜
門(

ニ
0

0

*

)

ノ
_

築
業
部
門
©

1

0

〇
#

)

？
製
造
業
及
一
般
坐
產
業
部
門

(

叫
〇
〇
骄)

、
運 

輸
*

^

門(

瓦
0 ;
0

#

)

、
公
務
部
>

0

;

六
0

〇
播)

が
?:
'

れ
で
お
つ
戈
へ#

部
1

:

が
更
6

.

に
幾
0

か
に
細
分
：せ
.

ら
れ
為
こ
：

^

?

論

で

：
ぁ

る

.
。

规
約
に
現
定
せ
ら
れ
た
る
役
員
に

S

總
裁
、

-

脉
務
書
戰
長
、.
總
執
行
委
員
會
が
办
り
、
：
次
囘
の
大
會
迄
七
名
ょ
り
.成
る
臨
時
委
員
會 

が

任

裳
■
&

ル
.
た
0
:
:總
執
行
恶
員#

呔
大
#

か
ら
太
會
迄§

:

事
務
| :
;

處
斑
.
す
る
植
能
を
與< >

ら
れ
”
加
盟
組
合
広
對
す
名
伽
盟
狀
を
發

行
し
”

' 

又
ス
ト
ラ
イ
キ
及
び
協
定
に
關
す
る
權
能
を
も
有
し

•

總
栽
は
爆
の.
.軌
行
委
員
'
ょ
り
も
酞
い
權
陬
变
ず
す
る.も
の
で
あ
ク
た6

■. 

.
-

而
し
セ
こ.
れ
に
ょ
つ
て
選
任
せ&

れ
た
の
は
會
長
去
じ
て
、
^

合
同
金
屢
働
祖
合』

(
u

n
i

t
e

d

 

M
e

t
: -

w
o

r
k

e
r

s
)

 

0

シt

1

マ
ン 

(c. 

o
.

 

S
h

e
r

m
a

n
)

財
務
書
記
長
と
し
て
シ
ン
シ
ナ
テ
イ
の

『

產
業
勞
働
俱
樂
部』(

I
n
d
u
s
t
r
i
a
l

 

w

- or
k
e
r
s

 

c
l

u
b
)

の
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン

(
W

i
l

l
i

a
m

 

w

.
 

T
r

a
u

t
m

a
n

)

總
執
行
委
員
と
し
て『

ア
メ
リ
カ
勞
働
組
合』

「
A

m
e

r
i

c
a

n

 

L
a

b
o

r

 

u
n

i
o

n
)

の
リ
オ
ー

ダ

ン
(

J
o

h
n

.
: 

. 

■

-
 

.. 

.

.

R
i

o
r

d
a

n)
.

同
じ
く
ク
ロ 
ー

 

二
 

ン(
F
.

 

W
.

 

C
r

o
n

i
n

)、
『

合
同
鐵
道
從
業
員
組
合

』
(

u
n

i
t

e
d

 

B
r
o
t
h
e
J
h
§

d

 

o
f

 

R
a

i
l

w
a

y

 

E
m

p
l

o
y

e
e

)
. 

• 

.

.

.

.

.

の
マ'
ッ
；ケ
イ
ブ(

F
r

a
B

k

 

M
c

C
a

b
e

)
、

：

『

合
同
金
麝
勞
働
組
合』

の
力
1
ク
-

ト
リ
ッ
ク
.(

o

g *'
&

s
.

:
K

i
r

k
p

a
t

r
i

c
5
、
『

西
部
坑
夫
聯
合J

-

’
：
.
.

> 

' 

-

S

一
イ
ャ：丨

.

(

p

 

H
k

o
y

e
r

)

の
五
'
名
が
擧
げ
烏
れ
た.

,-
■:
倚
ほ
前
文
幷
に
規
約
は
六
禀
對

i
:

票
を
以
て
採
擇
せ
ら
れ
たo

而
1 0

て
新
規
約
の
ポ
に
於
て
圃
體
の
結
成
に
：賛
成
し
た
.
の
は
五
個
0
 

虫
要
組
合
1

^

1

部

坑
先
聯
合

』

ご
？

メ
，ヅ_

働
組
合』

？『

合
同
1

從
1

組
；合』

、̂

合
同
金
屬
勞
働
者
祖
合

』

、『

社
會
主
義
諸 

業
勞
働
同
盟
^

(

六
個Q

*

方
組
含
、

平
丸
名
の
個̂

で
：あ
.

つ
た
。.
而

：し
％

そ
れ
ぞ
れ

.
役
員̂

に
決
定
'
し
- >

大
'
會
は
ヤ
九
0

冗
年
七
.
月
八
0 :

閉
會
し
た
。
ツ
“

.

し
で'
へ「

. 
V

.V

ノ 

'

‘バ

•

,

'■

大
會
の
成
拱
钕
多
ぐ0
_

心
を
有
す
る
：者
が
期
待1 ,

た
.
と
.

こ
：ろ
と
は
極
め
て
異
る
も
の.，で
あ
つ
た
。
前

文

も

會

則

も

『

.
1

月
兪
_』

- 

.

.

. 

. 

' 

'

'

-

•

•
 

• 

. 

.

に

|

 

l

l

l

f

1

、
致

し

て

ゐ

な

い
I

れ
 

.

る

0
'戴

織

は

«

の
.屬

す

’る

ち

馨

勞

働

黨
1
か

又

-
|は

彼

^
感

化

を

受

け

る

が

、
ぺ

若

し.べ

は

そ

0

.傀

©

と

.な

る

‘ぬ

と

が

豫

め

憂

慮
.せ

ら

^

丨

で
ゐ
た
が
、
へ
こ'れ
は
事
實
とm

< p

て
現
は
れ
、

：

弟
レ
ぃ
牙Z

と
：そ：

の
；^

需

：

原
：：

の
：
見

解

を

破

壤

し

：
た

.;

.
0:
デ
レ
' 

オ
ン
b

影
響
は
如
何
に#

太

!
T
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『

ア
ィ
•

ダ
ブ
ル
ユ
！
•タ
ブ
ルfr

.

丨』

の
成
立 

六

四

(

1

ニ
0

八)

で
お
0 .

た
か
釔
知
务
べ
き
で
あ
る
。
1

そ
.
れ
と
共
に
初
期
に
於
て.『

西
部
坑
夫
聯
合1
の
重
要
性
も
非
常
な
も
の
で
あ0

た
？
.
眞
實『

7

ィ
* 

ダ
タ
;1
>

本
-

•

ダ
プ
ル
：ラ
ー』

は
?:

の
：組
合
か
ら
誕
坐
じ
た
ど
い
ふ
こ
と
も
出
來
る
。
其
處
か
ら
財
政
上
の
援
助
も
送
ら
れ
た
の
で
あ

0
 

た
タ
& :

の
組
含
の¥

ロ
：ラ̂

ノ
モ
ン
タ
ナ
、
ア1

ダ
ホ
1

等
の̂

# |

に
於
け
る
激
し
い
鬪
箏
が
比
較
的
狹
隘
な
る
金
屬
鑛
^
の
範
圍
を 

超
べP

革
命
的
產
業
勞
儆
組
合
主
義
の
擴
張
を
受
容
す
る
氣
分
と
地
歩
を
作
つ
た
の
で
あ
る
。
：

_ 

V

V「

■
:
'..
'

' ;
.

.:
,

『

T :

ネ
•

ダ
ブ
ル
：
ユ1

ダ
ブ
：ル.r
丨』

は
內
部
に
不
和
が
あ
り
、
‘

外
部
に
誤
傅
が
あ
つ
た
が
、
同
志
の
者
は
そ
の
前
途
を
樂

1 1
し

て

ゐ 

た
ひ.

而
し
て
.
そ

の

宣

言

書

に

：
は
：： T

何

れ

の.政

黨

，
と
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熱
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召
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熟
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れ
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